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議事録

＜褥瘡発生状況・ケア検討＞

病院　

· 東病棟：1名　水梨　孝純様･･･右大転子部

発生し、約1ヶ月経過。日中はホール散歩するようにし、離床うながしている。創部の状態改善され持続する発赤状態となっている。発生リスクが高い為、予防方法を検討。

マットレス･･･異食行為あり、マットレス破損する危険性高い。最近はその様な行為見られなくなってきている為、使用してみる。

処置･･･異食行為ある為、軟膏塗布のみで皮膚の保護が出来ない状態。このまま、軟膏塗布し経過観察していく。

　　　　　栄養状態･･･朝・昼「常食」夕「アイソジェン2Ｐ」補食も摂取している。

　　　　　　　　　　　身長175cm　体重38.8kg

　　　　　　　　　　　血液検査の結果も異常はみられないが、体重が少なく摩擦や圧迫により褥瘡が発生する確率が高い為、1日の摂取カロリーを増やしていきたい。主治医へ確認し、食事内容・補食を家族にも協力してもらい変更していこうと思う。

· 南病棟：1名　三浦　一男様･･･仙骨部・腸骨部

2時間置きに体位変換行っている。悪化するころなく経過しているが持続する発赤見られている。皮膚をラップ保護し、継続して観察・処置行っていく。

· 南山苑：6名　小坂　キミ様･･･仙骨部

1日1回の処置、体位変換おこなっている。創部から最近悪臭があり、壊死部分をこまめに切り処置おこなっている。創部の洗浄・清潔保持し処置継続していく。

＜病棟ラウンドについて＞

褥瘡委員長の横浜NSが部署移動し、ラウンドが難しいということで変更。

· 前回の委員で第4土曜日にラウンド予定していたが、1ヶ月に1回小向SGMが東・南病棟から1名ずつ勤務を確認しながら病棟ラウンド行う。

· 褥瘡委員長より、南山苑と病院の処置・ケアの方法が違うのでお互いどうゆう処置・ケアをしているのか知ってほしいということで、病院側は各病棟だけではなく南山苑の方にもラウンドし、南山苑側も病院の方にラウンドするようにしていく。

· ラウンドする時は必ず、褥瘡委員長にもメールで報告していく。

＜褥瘡の診察・書類について＞

· 褥瘡の担当医は小坂Drになっていますが、南病棟では小坂Dr東病棟では皮膚科の野沢Drに診察してもらっています。統一した方がいいということで佐藤AOMに確認していきます。

· 褥瘡の書類

1 横浜NSが病棟に確認しに来られ佐藤AOMへ提出

2 小向SGMが小坂Drへ提出

3 各病棟へ戻ってきたら原本をカルテへ

間違わないようにしていきましょう。

　　次回委員会開催日　7月2日（水）　15：30～16：30










